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「
上
州
高
山
ふ
る
さ
と
寄
附
」
は
、
平
成
20
年
の

開
始
か
ら
現
在
ま
で
に
、
延
べ
37
件
・
総
額
５
，
６

１
３
，
０
０
０
円
の
ご
寄
附
を
お
預
か
り
致
し
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
こ
の
「
上
州
高
山
ふ
る
さ
と

寄
附
」
の
特
典
を
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
、
寄
附
金

額
の
約
５
割
に
相
当
す
る
お
礼
を
ご
贈
呈
致
し
ま

す
。

　

ま
た
、
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
も
倍
の

２
割
と
な
り
、
こ
の
申
告
手
続
も
簡
素
化
さ
れ
ま
し

た
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
…

　

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
や
、
応
援
し
た

い
と
思
う
市
町
村
に
寄
附
を
行
う
と
、
そ
の
年
の
所

得
税
及
び
翌
年
度
の
個
人
住
民
税
か
ら
控
除
が
受
け

ら
れ
る
制
度
で
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
は
…

　

寄
附
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
の
寄
附
金
控

除
と
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
に
よ
り
、
寄

附
額
の
う
ち
２
，
０
０
０
円
を
超
え
る
額
に
つ
い
て

は
、
概
ね
個
人
住
民
税
所
得
割
の
２
割
程
度
を
上
限

と
し
て
全
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
寄
附
を
行
う
こ
と
で
所
得
税
及
び
住
民

税
が
減
税
さ
れ
、
あ
た
か
も
自
分
の
応
援
し
た
い
市

町
村
に
納
税
し
た
の
と
同
じ
に
な
る
も
の
で
す
。

●
「
上
州
高
山
ふ
る
さ
と
寄
附
」
の
特
典
と
は
…

　

５
，
０
０
０
円
以
上
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
そ
の
ご
寄
附
金
額
の
３
割
に
相
当
す
る
高
山

村
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
お
店
等
で
ご
利
用
で
き
る
「
お

礼
券（
金
券
）」
と
、
２
割
に
相
当
す
る
「
高
山
村
の

農
産
物（
お
米
等
）の
特
産
品
」
を
贈
呈
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
礼
券
と
特
産
品
の
割
合
は
、
ご
寄
附
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
の
ご
希
望
に
よ
り
変
更
す
る
こ

と
も
出
来
ま
す
。

● 
高
山
村
の
ふ
る
さ
と
納
税
「
上
州
高
山
ふ
る
さ
と

寄
附
」
の
流
れ
は
…

① 

「
寄
附
申
込
書
」
の
提
出

（
寄
附
者
）

　
　
　

② 

「
納
入
通
知
書
」
或
い
は
、

「
郵
便
局
の
振
替
払
込
書
」
の

発
行（
高
山
村
）

　
　
　

③
「
寄
附
金
」
の
納
付（
寄
附
者
）

　
　
　

④ 

「
寄
附
金
受
領
証
明
書
」
の
発

行
及
び
、「
お
礼
券（
金
券
）」
並
び
に
「
高
山
村
の

特
産
品
」
の
贈
呈（
高
山
村
）

　
　
　

⑤ 

寄
附
を
し
た
翌
年
の
３
月
15
日
ま
で
に
、「
寄
附
金

受
領
証
明
書
」
に
よ
り
確
定
申
告（
寄
附
者
）

※ 

本
年
度
か
ら
、
確
定
申
告
を
行
わ
な
い
給
与
所
得

者
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
に
よ
り
、
個
人
住
民
税
課
税

市
区
町
村
に
対
す
る
寄
附
の
控
除
申
請
を
、
ご
寄

附
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
ご
希
望
に
よ
り
、
高

山
村
が
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

⑥ 

寄
附
を
し
た
年
の
「
所
得
税
の
還
付
」
及
び
、
寄

附
を
し
た
年
の
翌
年
度
の
「
個
人
住
民
税
の
軽
減
」

に
よ
り
税
金
の
軽
減（
寄
附
者
）

● 

詳
細
に
つ
い
て
は
…

　

高
山
村
役
場（
総
務
課
）☎
０
２
７
９
・
６
３
・
２

１
１
１（
内
線
１
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
太
田
市
に
お
住
ま
い
の
諸
田　

日
出
夫
様
か
ら
、
高
山
村
の
「
環
境
in
も

っ
た
い
な
い
運
動
及
び
自
然
環
境
の
保
全

と
利
用
に
関
す
る
事
業
」
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
、「
上
州
高
山
ふ
る
さ
と
基

金(
ふ
る
さ
と
納
税)

」
に
対
し
て
１
０
，

０
０
０
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ご
寄
附
の
趣
旨
に
添
い
ま
し
て
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ご
厚
志
に
心
か
ら

 

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
で

高
山
村
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

ふるさと納税の使途の指定状況

（８）
その他目的のために
村長が必要と認める事業
58,000

（７）
有形・無形民俗文化財、
記念物等の保全及び活用に関する事業
3,275,000

（６）
スポーツ振興と
健康増進に関する事業
370,000

（５）
観光資源の維持と
発掘に関する事業
140,000

（４）都市と農山村の交流に
　　関する事業 　165,000

（３）
人材育成に関する事業
810,000

（２）
花いっぱい
運動に関する事業
415,000

（１）
環境inもったいない運動及
び自然環境の保全と利用に
関する事業
380,000

発

「お礼券（金券）
の見本」
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高齢者の運転免許証自主返納をされる方へ～以下の支援が申請により受けられます～

問い合わせ　高山村役場　総務課　☎63-2111　直通☎0279-26-7942

　

こ
の
度
５
月
31
日
を
以
て
、

林
良
太
郎
氏
が
会
長
を
退
任
さ

れ
、
そ
の
後
任
に
都
筑
秀
雄
氏

が
６
月
１
日
付
け
で
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

林
前
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
９
年
余
に
亘
り
会
長
と
し

て
本
会
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

お
身
体
に
気
を
つ
け
て
今
後

の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

  

又
、
都
筑
新
会
長
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
村
福
祉
の
充
実
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

尚
、
事
務
局
長
も
平
形
高
夫

氏
か
ら
飯
塚
哲
也
氏
に
交
代
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
当
会
に
対
し
ま
し

て
村
民
皆
様
の
ご
高
配
を
賜
り

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

県
内
各
地
で
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

吾
妻
警
察
署
管
内
３
町
村
で
も
『
交
通
安
全
運
動
呼
び
か
け
自

動
車
広
報
』･

『
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
呼
び
か
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』･

管
内
事
業
所
職
員
の
方
々
を
対
象
に
し
た
『
自
動
車
日
常
点
検

講
習
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
群
馬
県
警
察
本
部
交
通

部
交
通
企
画
課
と
群
馬
県

交
通
安
全
協
会
で
は
、
交

通
安
全
ビ
デ
オ･

Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

利
用
希
望
の
方
は
、
役
場

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

☎
６
３
・
２
１
１
１

社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

運
動
期
間　

７
月
11
日（
土
）〜
７
月
20
日（
月
）

児童扶養手当を受給している方へ

現況届のお知らせ
特別児童扶養手当を受給している方へ

所得状況届のお知らせ

　「現況届」は児童扶養手当を受給して

いる方が、８月１日～８月31日までの間

に、「所得状況届」は特別児童扶養手当を

受給している方が、８月11日～９月10

日までの間に、提出していただく届出で

す。

　受給者の方には、通知をいたしますの

で期日までに提出いただきますようお願

いいたします。 高山村役場　住民課

１　対象者
　 　平成23年４月１日以降に免許証を自主返納（全部
取消し）した高山村に住民登録・外国人登録してい
る65歳以上の方

２　支援内容
　 　下記の回数券①②③のいずれか１つと④⑤の支援
が受けられます。
　①中山本宿から沼田市方面行き　
　　敬老バスカード　3,000円券（1枚4,350円分）10枚
　②中山本宿から東吾妻町方面行き
　　老人特殊回数券　3,000円券（1枚4,500円分）10枚
　③助成金　30,000円
　④ 運転経歴証明書の交付手数料を助成（後日指定口
座に振込）

　⑤住民基本台帳カード（写真付き）の交付手数料を助成
　※ 住民基本台帳カードは住民基本台帳に登録されて
いる方へ交付される公的な証明書です。

３　申請先
　　上記①②③④　高山村役場　総務課
　　　　　　⑤　　　　同　上　　住民課
　※運転免許証の返納手続き先は、警察署になります。
４　申請の際に必要なもの
　① 運転経歴証明書交付手数料助成及び回数券等交付
申請書（役場にあります）

　② 申請による運転免許の取消通知書及び返納した自
動車運転免許証

　③ 運転経歴証明書交付手数料（1,000円）の群馬県証
紙を購入した際の領収書

　④ 本人名義の通帳（運転経歴証明書交付手数料を振込ます）
　⑤印鑑
５　注意事項
　・ 支援が受けられるのは、自主返納した時のみ1回
限りです。

　・回数券の払い戻しはできません。
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介護保険サービス利用の費用負担における
制度変更について    （平成27年８月1日～）

○ 一定以上の所得がある方は介護サービスを利用し
た時の負担割合が１割から２割になります。
　介護サービスを利用する場合には、費用の一定割合を
利用者の方にご負担いただいておりますが、これまでは所
得にかかわらず一律にサービス費の１割としていました。
しかし、介護保険制度を持続可能なものとするため、65歳
以上の方（第１号被保険者）のうち、一定以上の所得がある
方にはサービス費の２割をご負担いただくことになります。
　２割負担になるのは65歳以上の方で、年間の合計所得
金額※1が160万円以上の方です（単身で年金収入のみの場
合、年収280万円以上）。
　ただし、合計所得金額※1が160万円以上であっても、実
際の収入が280万円に満たないケースや65歳以上の方が
２人以上いる世帯で収入が低いケースがあることを考慮し、
世帯の65歳以上の方の「年金収入とその他の合計所得金
額※2」の合計が単身で280万円、２人以上の世帯で346
万円未満の場合は１割負担になります。
　　※1 「合計所得金額」とは、収入から公的年金等控除や給

与所得控除、必要経費を控除した後で、基礎控除や
人的控除等の控除をする前の所得金額をいいます。

　　※2 「その他の合計所得金額」とは、合計所得金額から、
年金の雑所得を除いた所得金額をいいます。

　２割負担の判定をされた方は、平成27年８月１日以降
にサービスをご利用されたときから費用の２割を負担す
ることになります。ただし、月々の利用者負担には上限が
あり、上限を超えた分は高額介護サービス費が支給され
ますので、全ての方の負担が２倍になるわけではありま
せん。
　要介護・要支援認定を受けた方は、毎年６～７月頃に、
利用者負担が１割の方も２割の方も、村から負担割合が記
された証（負担割合証）が交付されます。この負担割合証を
介護保険被保険者証と一緒に保管し、介護サービスを利
用するときは、必ず２枚一緒に介護サービス事業者や介
護施設にご提出ください。

○ 食費・部屋代の負担軽減を受けられる方が、非課税世
帯のなかでも預貯金等の少ない方に限定されます。

　介護保険施設への入所利用やショートステイを利用する
方の食費・部屋代については、ご本人による負担が原則で
すが、低所得の方で事前に申請された方には負担軽減を
行っています。今後は在宅で暮らす方や保険料を負担する
方との公平性を更に高めるため、食費・部屋代については、

一定額以上の預貯金等の資産をお持ちの方等にはご自身
でご負担いただくよう、基準の見直しを行います。
　これまでは、負担軽減の申請をいただいた後、本人及
び同一世帯の方の前年の所得を基に対象となるか判断し
ていましたが、平成27年８月からは、以下の取扱いを追
加します。
① 配偶者が市区町村民税を課税されているかどうかを確
認し、課税されている場合には負担軽減の対象外とす
る（世帯が同じかどうかは問わない）
② 預貯金等の金額を確認し、次の基準額を超える場合に
は負担軽減の対象外とする
　配偶者がいる方：合計2,000万円
　配偶者がいない方：1,000万円
　なお、①または②に該当して負担軽減の対象外となった
方でも、その後該当しなくなった場合には、その時点から
申請すれば負担軽減の対象となります。
　預貯金等に含まれるものは以下のとおりです（資産性が
あり、換金性が高く、価格評価が容易なものが対象）。
※申請に当たっては通帳の写し等の提出をお願いします。
　・預貯金（普通・定期）
　・有価証券（株式・国債・地方債・社債など）
　・投資信託
　・ 金・銀（積立購入を含む）など、購入先の口座残高に
よって時価評価額が容易に把握できる貴金属

　・タンス預金（現金）
※預貯金等に含まれないもの
　・ 生命保険、自動車、腕時計、宝石など時価評価額の
把握が難しい貴金属など

　・ 絵画、骨董品、家財など
　村は必要に応じて銀行等に口座情報の照会を行います。
　また、不正に負担軽減を受けた場合には、それまでに
受けた負担軽減額に加え最大２倍の加算金（負担軽減額と
併せ最大３倍の額）の納付を求めることがあります。
　なお、次の要件の全てに該当する第４段階の方は、申請
することで第３段階の負担軽減を受けることができます。
　・２人以上の世帯の方
　・ 世帯の年間収入から施設の利用者負担（介護サービス
の利用者負担、食費・部屋代）の見込額を除いた額が
80万円以下

　・世帯の現金、預貯金等の額が合計450万円以下　等

ご不明な点については高山村役場住民課の介護担当までお問い合わせください。☎63-2111(内線62)
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高山村プレミアム付商品券
（6,000円分の商品券を5,000円で販売）

　高山村では、「高山村プレミアム付商品券（プレミアム率20％）」を販売しています。
　村内事業者・店舗の皆様のご協力により、現在50店舗で商品券のご利用ができます。
　売り切れ次第終了となりますので、購入希望の方は役場地域振興課までお買い求めください。
●購入方法等
　【販売場所】役場　地域振興課窓口
　【販売期間】 平成27年12月25日（金）まで（売り切れ次第終了）
　 午前８時30分～午後３時（土日祝日除く）
　※本人確認のため身分証明書（運転免許証、保険証、住基カード等）の確認をさせていただきます。
　※同一世帯にお住まいの方のみ、代理購入が可能です。
　【購入対象者】平成27年４月１日現在で18歳以上の村内在住の方
　【販売額】１組5,000円（500円券×12枚綴り）
　【購入限度数】お1人様20組（10万円）まで
●ご利用上の注意
　・お会計前に、商品券を使用する旨をお知らせください。
　・商品券はセット販売ですので、ばら売りはしません。
　・商品券の有効期間は、平成27年12月31日（木）までとなります。
　・有効期間後は無効です。また、買い戻しはできません。
　・釣り銭は支払われません。
　・発行者印、番号のないものは無効とします。
　・盗難、紛失又は滅失等に対して発行者は責任を負いません。
●ご利用できない商品等
　・商品券、図書券、ビール券、切手、印紙、プリペイドカード等換金性の高いものの購入
　・現金との換金、金融機関・電子マネーカード等への入金
　・国、地方公共団体や公共料金等の支払い
　・出資、債務支払、仕入等の事業資金
　・その他、取扱店が指定するもの
●抽選会実施
　 　販売期間終了後に商品券表紙記載のナンバーを使って抽選会をします。残った表紙は大切に保管しておいて
ください。
●商品券取扱店

《問い合わせ》　役場地域振興課　☎63-2111（内線24）

建設業 卸売業、小売業 宿泊業、飲食サービス業 不動産業、物品賃貸業

（株）飯塚土木
（株）須藤工務店
（株）若月工務店
（有）OHKI
（有）田村創建
（有）林建設
荒木塗装
小野建築
後藤建築
高山電機設備（株）
髙橋班
田村建築
林 瓦店
深石電気工事

あがつま農業協同組合A･COOP高山店
倉田酒、食料品店
小平精肉店
セブン-イレブン群馬高山中山店
高山給油所（JA全農ぐんま）
高山自動車
テックおおしま
手づくりの店 こすもす
中屋椎茸
丸勝商店
渡辺商店
割田商店

食事処 扇屋
セミナーハウス高山
そば進
月夜野庭
弁当･惣菜 からあげ日和
楽楽
レストラン･アラゴン

中澤不動産
中屋椎茸

サービス業

（有）山田商事
いぶきの湯
群馬県立ぐんま天文台（売店）
高山運輸倉庫（株）
道の駅「中山盆地」
みどりの村キャンプ場
ロックハート城

生活関連サービス業、娯楽業

関越ゴルフクラブ 中山コース
高山クリーニング
美容室 ミント
ヘアーズ サイトウ
ヤスヨ美容室
理容 はずみ
理容 ほしの     

※商品券でご利用できない商
品等もございますので、お会
計前に、商品券を使用する旨
をお知らせいただき、ご利用
できるか確認してください。

製造業

運輸業 唐澤畳店
八祥堂（ハッショウドウ）高山運輸倉庫（株）
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　昨年２月の大雪や６月に前橋・伊勢崎市で発生した突
風・ひょうなど、近年農業用ハウスに被害をもたらす自然災
害が多発しています。
　このような自然災害に備えるため、農業共済の園芸施設共
済（掛金の半額は国が負担）の加入をお願いします。
　また、園芸施設共済は、本年２月より補償内容が拡充され
ました。
　補償内容・掛金等については農業用ハウスの大きさやタイ
プによって変わりますので、詳しくは農業共済へお問い合わ
せください。
●加入できる農家
　農作物の栽培を目的とした園芸施設（ガラス室・鉄骨ハウ

ス・パイプハウス・雨よけハウス・多目的ネットハウス）の
設置面積が２アール以上（ガラス室は１アール以上）の農家
●問い合わせ　群馬県農業共済組合北部グループ・中之条
支所
住　所
吾妻郡中之条
町 伊 勢 町
1003-10
電　話
0279-75-2005
F A X
0279-75-2559

　夏場等の暑熱環境下での作業は、熱中症を生じる恐れが
あるので、次の事項に注意してください。
　熱中症の予防は、水分をとることと、体温の上昇を抑える
ことが基本です。また、次第に気温が上がってきた時の日々
の体調管理は極めて重要です。高血圧症・糖尿病等の持病や、
睡眠不足・前日の飲酒・朝食の未摂取等は熱中症の発生に
影響を与えます。農作業中の熱中症による死亡事故は、７・
８月に70～80代の方が１人で屋外作業を行うときに集中し
て発生しています。そのような状況で作業を行うときは、特
に注意するようにしてください。
１　日中の気温の高い時間帯を外して作業を行ってください。
２ 　休憩をこまめにとり、作業時間を短くするようにしてく
ださい。10時と15時の休憩だけでなく、暑いときには30
分おきや１時間おきなど、こまめに休憩をとることが必要
です。熱中症計等を使用すると、客観的に熱中症の危険性
を把握することができ、休憩の目安にもなります。
３ 　シャベルを使った作業や草刈りなどは、身体作業強度が
非常に高いため、熱中症を発症する危険性も高まります。
高温多湿の日や照り返しの強い日は、可能な限り作業を避
けるようにしてください。
４ 　のどの渇きを感じる前に水分をこまめに摂取し、汗で失
われた水分を十分に補給してください。大量の発汗がある
場合は水分だけでなく、スポーツ飲料などの塩分濃度0.1
～0.2％程度の水分摂取をするようにしてください。

５ 　帽子の着用や汗を発散しやすい服装をしてください。吸
汗・速乾素材の衣服や換気可能な衣服（ファンが付いてい
るものもあります）の利用も検討してください。作業着が
長袖の場合が多いですが、休憩時には脱ぐことも効果があ
ります。
６ 　作業場所には日よけを設ける等、できるだけ日陰で作業
をするようにしてください。
７ 　屋内では遮光や断熱材の施工等により、作業施設内の温
度が著しく上がらないようにするとともに、風通しをよくし、
室内の換気に努めてください。スポットクーラーや送風機
の利用も効果があります。ハウス等の施設内では、気温や
湿度が著しく高くなりやすいので、特に気を付けてくださ
い。
８ 　作業施設内に熱源がある場合には、熱源と作業者との間
隔を空けるか断熱材で隔離し、加熱された空気は屋外に排
気するようにしてください。
９ 　台風等の発生や作物の生育状態によって、暑いときでも
作業を進めなければいけないことがあります。そのような
場合には、特に体調の変化等に気を付けてください。
10 　１人で作業中に熱中症になると、助けてくれる人がいな
いため重症化する可能性があります。作業はできる限り２
人以上で行うとともに、万が一に備える観点からも携帯電
話を必ず身につけて置くようにしてください。また、緊急
連絡先も登録しておいてください。

『農業用ハウス』で作物を栽培する農家さんへお知らせ

　農林水産省がインターネット上に開設した経営改善実践
システムを使って、ご自身の農業経営の現状把握と改善をし
てみませんか。このシステムは、同省が平成24年度に「新
たな農業経営指標」を策定し、農家の皆さんが自己チェック
をするためのツールとして供用されています。
　農業を営む方は、どなたでもご利用になれます。経営状態
をチェックし、経営方針を検討するうえでの参考にしてくだ
さい。特に認定農業者を目指す方や認定を受けられた方は是
非ご利用ください。
【利用方法】
① 農林水産省の「新たな農業経営指標」のウェブページ
（http://www.maff.go.jp/j/ninaite/shihyo.html）にアクセ

スし、「経営改善実践システム」をクリックします。
② 基本情報を登録し、ＩＤ、パスワードを取得します。
③ ログインして取り組みの自己チェックと経営データ（労働
力、農地、生産・販売、財務）を入力し、評価結果シート
を作成します。評価結果シートでは、技術水準や財務状
況等の各種項目について、同じ営農類型の全国の農家や
篤農家と呼ばれるような上位20％の農家の平均値が示さ
れる等、ご自分の経営が健全であるかを評価できるように
なっております。
　詳しくは、上記ウェブページにてご確認ください。
【問い合わせ】
　高山村役場農政課　☎63-2111（内線54）

｢新たな農業経営指標｣について

農作業中の熱中症対策について
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す
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日
時　
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26
日
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土
）午
前
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時
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分
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午
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４
時
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内
容　
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活
コ
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ロ
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ュ
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Ｂ
Ｂ
Ｑ

●
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（
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吾
妻
町
岡
崎
２
０
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４
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２
）

● 

募
集
対
象　

男
女
と
も
に
20
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以
上
45
歳
以
下
の

独
身
者

　

男
性
は
吾
妻
郡
在
住
農
業
青
年

●
定
員　

男
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共
15
人（
先
着
順
）

●
費
用　

男
性
３
，０
０
０
円
、女
性
３
，０
０
０
円

●
申
込
期
限　

８
月
28
日（
金
）

●
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込
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電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
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ー
ル

　

お
問
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わ
せ
を
頂
い
た
方
に
申
し
込
み
様
式
を

返
送
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
吾
妻
農
業
事
務
所
普
及
指
導
課
あ
が
つ
ま
出

会
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

電
話　

０
２
７
９
・
７
５
・
２
３
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
７
９
・
７
５
・
６
８
５
６

m
ail

：aganou-fukyuu@
pref.gunm

a.lg.jp

警察官Ｂ等採用試験の実施について商工会職員
(①経営指導員研修生・②事務職)
採用資格試験実施のお知らせ ●採用予定日

　平成28年４月１日

●対象
　昭和57年４月２日から平成10年４月１日までに生

まれた人（試験区分、採用予定人員、詳細な受験資格

等は試験案内をご覧ください）

●第一次試験日
　平成27年９月20日（日）

●第二次試験日
　平成27年10月中旬～下旬

●第三次試験日
　平成27年11月中旬～12月上旬

●最終合格発表日
　平成27年12月25日（金）

●試験案内配布開始日
　平成27年７月３日（金）

●申込期間
　平成27年７月31日（金）～８月14日（金）必着

　※電子申請は８月13日（木）申込締切

●申込方法
　郵送又はインターネット（電子申請）

●申込書配布場所
　県内の各警察署・交番・駐在所

●問い合わせ
　吾妻警察署警務課

　☎0279-68-0110（内線211・212）

　採用フリーダイヤル

　0120-449803（群馬県警察本部警務課）

１．申込期間　平成27年９月４日（金）～９月24日（木）
２．採用人数　①経営指導員研修生：若干名
　　　　　　　②事務職：若干名
３．試験日程　①経営指導員研修生　②事務職
　 第１次試験（職場適応性試験・教養試験・小論文・専門的知識）
　　日時： 平成27年10月18日（日）
　　　　　午前９時から午後３時20分（予定）
　　場所： 群馬県商工会連合会
　　　　　（前橋市関根町三丁目８番地の１）
　　※但し、事務職の試験に専門的知識はありません。
　 第２次試験（面接試験・グループディスカッション等）
　　※第１次試験合格者に対して実施
　　日時：平成27年11月17日（火）
　　場所： 群馬県商工会連合会
　　　　　（前橋市関根町三丁目８番地の１）
４． 採用予定年月日　平成28年４月１日（合格者の中か
ら順次採用し、県内各地の商工会に配属します。）

５．受験資格
　①経営指導員研修生
　　 　昭和62年４月２日以後に生まれた方で、大学
を卒業した方、または高校・短大等を卒業し、所
定の経験等を有する方、来春大学卒業見込者。

　②事務職
　　 　高校卒業以上、簿記３級以上の資格所有者で、
本会の書類選考に合格した方。

６．その他
　 　詳しくは、群馬県商工会連合会のホームページで
ご確認いただくか、群馬県商工会連合会職員課（☎
027-231-9779）にお問い合わせください。

　URL　http://www.gcis.or.jp
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日
本
に
住
む
20
歳
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上
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歳
未
満
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は
、

全
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が
国
民
年
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に
加
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な
け
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な
り

ま
せ
ん
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学
生
も
、
20
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に
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れ
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金
に
加
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す
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に
な
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ま
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。

　

20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
、
す
み
や
か

に
市
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係

で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
就
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し
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厚
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年
金
や

共
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組
合
に
加
入
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て
い
る
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２
号
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。

　

ま
た
、
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額
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し
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を
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け
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が
あ
り
ま
す
。
学
生
に
つ
い
て
は
学
生
期

間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
『
学

生
納
付
特
例
制
度
』、
学
生
以
外
の
方
に
つ
い

て
は
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ

れ
る
『
免
除
制
度
』
や
『
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
』
で
す
。
こ
の
猶
予（
免
除
）を
受
け
て

い
る
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害

を
負
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
一
部
免
除
の
場
合

に
は
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
、
障
害
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

な
お
、
猶
予
を
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け
た
期
間
は
年
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を
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け
る
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の
資
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に
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老
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ま
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以
内
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を
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追
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が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
を
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さ
れ
る
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は
、
市
役
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・
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村
役
場
の
国
民
年
金
担

当
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
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金
事
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に
お
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せ
く
だ
さ
い
。

・
渋
川
年
金
事
務
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国
民
年
金
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０
２

７
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・
２
２
・
１
６
０
７
）

　

日
本
年
金
機
構
を
名
乗
っ
て
口
座
番
号
を

聞
き
出
そ
う
と
す
る
者
や
、「
流
出
し
た
個
人

情
報
を
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除
し
て
あ
げ
る
」
と
持
ち
か
け
て

く
る
者
が
現
れ
て
い
ま
す
。

・
日
本
年
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ら
、
こ
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メ
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ま
せ
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シ
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カ
ー
ド
を
要
求
す
る
こ

と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で
お
客
様
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
分
の
個
人
情
報
が
流
出
し
て
い
る
の

で
は
？
な
ど
、
ご
心
配
の
方
は
、
専
用
電
話

窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

「
年
金
情
報
流
出
」を
口
実
に
し

た
犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

国

民

年

金

人口と世帯数
（７月１日現在）

※（　）内は、前月との比較

人口
男
女
世帯数

3,830人    （－  3）
1,887人    （－  2）
1,943人    （－  1）
1,335世帯 （＋  2）

４月

５月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

●● ●

●

●

●

●

●

●

●

● ●
●

●
★ ★★
● ●●

●

● ●● ●●

●

● ●

●

● ●●
●

●
● ●

●

●

★

● ●

６月

　納税等 ★印が８月に納めていただく税等です。

村
県
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

国
民
健
康

保
険
税

上
・
下
水
道

使
用
料

税金は  社会を支える  あなたの会費

平
成
27
年
６
月
24
日　

　

武
淵　

陸り
く

翔と　

（
新
田
）

　
　

父　

浩
一　
　

母　

綾

平
成
27
年
７
月
11
日

　

星
野　

雅
成　

（　

原　

）

　

反
保　

の
ど
香
（
高
崎
市
）

平
成
27
年
６
月
16
日

　

河
原
田 

あ

 

94
歳
（
役
原
）

平
成
27
年
７
月
６
日

　

大
木　

友
八 

90
歳
（
本
宿
）

平
成
27
年
７
月
９
日

　

林　

た
ね 

98
歳
（
本
宿
）

平
成
27
年
７
月
10
日

　

山
口　

幸
夫 

94
歳
（
五
領
）

平
成
27
年
７
月
12
日

　

倉
田　

さ
子 

88
歳
（
本
宿
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

祝　

結　

婚

※ 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
届
出
の
際
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
出
生
児

（
平
成
27
年
６
月
15
日
か
ら

平
成
27
年
７
月
14
日
ま
で
の

高
山
村
役
場
届
出
）

（
不
正
ア
ク
セ
ス
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
２
０
・
８
１
８
２
１
１（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
21
時


